
月寒公園等維持管理業務特記仕様書 

【特記事項】  

 月寒公園等の管理主体は、豊平区土木部維持管理課である。 

 通常業務の報告先、事業報告書及び四半期ごとの請求書の提出先となる。 

 

１ 月寒公園 

 (1) 所在地  平岸 7 条 12～13 丁目、美園 10～12 条 7～8 丁目、月寒西 1 条 3 丁目、

月寒西 2 条 4～5 丁目、月寒西 3 条 4 丁目 

 (2) 面 積  220,661 ㎡ 

 (3) 管理区域 別図のとおり 

 (4) 主な施設一覧 

    高台野球場（1 面）、パークゴルフ場、テニスコート（硬式 2 面）、高台駐車場、

多目的広場、森の遊び場、こどもひろば、月寒の丘、パークライフセンター（管理

事務所）、坂下野球場（１面）、ボート池、水の遊び場、花見広場、坂下駐車場 

  (5) 有料施設の状況 

  料金区分は札幌市都市公園条例による。 

  ア パークゴルフ場（18 ホール） 

   (ｱ) 利用期間 4 月 29 日～11 月 3 日 

   (ｲ) 休 業 日 月曜日 

   (ｳ) 利用時間 9 時～17 時 

   (ｴ) 使 用 料 1 回（18H）大人 300 円、子供 150 円、高齢者 210 円 

          回数券(6 枚つづり)大人 1,500 円、子供 750 円、高齢者 1,050 円 

  イ 庭球場（硬式 2 面）ナイター施設有り 

   (ｱ) 利用期間 4 月 29 日～11 月 3 日 

   (ｲ) 休 業 日 なし 

   (ｳ) 利用時間 4 月 29 日～11 月 3 日 7 時～20 時 

   (ｴ) 使 用 料 640 円（1 面/1 時間） 

夜間照明は 30 分につき 120 円 

   ※ テニスコート夜間照明点灯開始時刻 

    

 

 

 

 

 

  

   ウ 高台野球場（軟式 1 面）ナイター施設無し 

   (ｱ) 利用期間 4 月 29 日～11 月 3 日 

   (ｲ) 休 業 日 なし 

4/29～5/31 18 時 30 分 

6/1～7/20 19 時 

7/21～8/20 18 時 30 分 

8/21～9/10 18 時 

9/11～9/30 17 時 

10/1～11/3 16 時 30 分 



   (ｳ) 利用時間 4 月 29 日～ 8 月 31 日 5 時～19 時 

          9 月 1 日～ 9 月 30 日 5 時～18 時 

          10 月 1 日～11 月 3 日 5 時～17 時 

   (ｴ) 使 用 料 1,200 円（1 時間） 

  エ 坂下野球場（軟式 1 面）ナイター施設有り 

   (ｱ) 利用期間 4 月 29 日～11 月 3 日 

   (ｲ) 休 業 日 なし 

   (ｳ) 利用時間 4 月 29 日～11 月 3 日 5 時～20 時  

   (ｴ) 使 用 料 1,200 円（1 時間） 

夜間照明は 30 分につき 1200 円 

   ※ 坂下野球場夜間照明点灯開始時刻 

    

 

 

 

 

 

 

  オ ボート池 

   (ｱ) 利用期間 4 月 29 日～10 月の第 2 月曜日まで 

   (ｲ) 休 業 日 火曜日 

   (ｳ) 利用時間 4 月 29 日～10 月の第 2 月曜日まで 9 時～17 時  

   (ｴ) 使 用 料 320 円（30 分） 

 (6) 無料施設 

施設名 開放期間 開放時間 特記事項 

パークライフセ

ンター 

通年 8 時 45 分～17 時

15 分 

閉館日：火曜日(4～ 11

月 )火 ・水曜 日 (12～ 3

月)を想定 

トイレ、授乳室、休憩サ

ロンスペース 

駐車場（高台） 4 月上旬～11 月

中旬 

 12 月上旬～3 月下旬は

除雪センターの設置が

予定されており一般利

用不可※降雪状況によ

り期間の変更あり 

水の遊び場 7月上旬～8月下

旬 

9 時～17 時 左記の開放期間以外は

閉鎖 

噴水 4 月～10 月頃 9 時 30 分～16 時 適宜、水を抜きブラシ

がけ清掃を行うこと※

4/29～5/31 18 時 30 分 

6/1～7/20 19 時 

7/21～8/20 18 時 30 分 

8/21～9/10 18 時 

9/11～9/30 17 時 

10/1～11/3 16 時 30 分 



R5 年現在故障中 

坂下駐車場 通年  冬期間は利用制限あり 

 (7) 公園トイレ 

設置場所 面積 

建築年 

便器等数量 摘 要 

月寒（パークハ

イツ横） 

23㎡ 

Ｈ26年度  

男：和１小２ 

  手洗い器１ 

女：洋１和１小幼１ 

  手洗い器１ 

多目的便所１ 

  手洗い器１ 

冬季閉鎖 

公便番号：豊5 

月寒（高台野球

場） 

30㎡ 

Ｈ24年度 

男：和１小２ 

  手洗い器１ 

女：洋１和１小幼１ 

  手洗い器１ 

多目的便所１ 

  手洗い器１ 
 

冬季閉鎖 

公便番号：豊26 

月寒（森の遊び

場） 

21㎡ 

Ｈ26年度 

男：和１小２ 

  手洗い器１ 

女：和１ 

  手洗い器１ 

多目的便所１ 

  手洗い器１ 

冬季閉鎖 

公園番号：豊24 

月寒（身障・正

面入口） 

14㎡ 

Ｈ2年度 

男：小１ 

  手洗い器１ 

多目的便所１ 

  手洗い器１ 

冬季閉鎖 

公園番号：豊51 

月寒(ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ

管理棟) 

8㎡ 

Ｈ24年度 

男：洋１小１ 

  手洗い器１ 

女：洋１ 

  手洗い器１ 

冬季閉鎖 

 

パークライフセ

ンター内 

46㎡ 

Ｈ28年度 

男：洋２小３ 

  手洗い器２ 

女：洋３ 

  手洗い器３ 

多目的便所１ 

  手洗い器１ 

通年開放、温水式便座

（男２女３多１）、ﾍﾞ

ﾋﾞｰﾁｪｱ（男１女１）、

着替え台（男１女１多

１）、ｵｽﾄﾒｲﾄ（多

１）、ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ（多

１） 

 



(8) 管理運営 

   公園利用者の利便性や快適性の向上のために、市民ニーズや時代の動向を踏ま

え、従来の形式に留まらない公園の管理運営が求められる時代を迎えている。多様

なニーズに応えることが特に求められる公園であるとともに、第三者との連携によ

る企画提案や事業展開が期待できる公園であるため、積極的にその可能性を探り、

自主事業等の手法を用いて、人的な労力や資金などが公園に還元され、持続可能な

公園の管理運営につながるよう努めること。 

また、本公園は管理に係るコンセプトを掲げており、ソフトの充実化（一層多様

な公園利活用や市民等を交えた管理運営等）を進めることとしている。管理運営に

ついては、本公園の特性を十分に理解し、公園管理運営を進めること。 

  ア 行政、指定管理者、市民の共通の目的 

  月寒公園は、公園再整備計画のコンセプトとして『ParkLife』を掲げており、この

コンセプトを踏まえた上で公園管理運営を行うこと。また、公園管理運営にあたっ

ては、公園利用者の公園管理運営への参画にも配慮すること。 

 ※『ParkLife』とは 

都市生活に当たり前に公園利用があるライフスタイルのこと。多様な価値観で 

公園を見つめ、公園の価値を発見し、それを育てていく公園づくりを行い、その後

の公園利活用・管理運営を通してパートナーシップを形成し、その公園の価値を積

極的に発信することで実現することができる。 

  イ 目標 

   本公園は 5 つの目標を掲げており、これらの目標を意識した管理運営を行うこ 

と。 

  (ｱ) 様々な人が集い、豊かな活動が繰り広げられる「都市の庭」 

    ・これまでの活動を快適に楽しくできる公園を目指します 

     ・これまで以上にもっと多様な活動が繰り広げられる公園を目指します 

      ・新たな分野の人や多様な年齢層の方が出会い、交流するきっかけを生む公園

づくりを行います 

(ｲ) 魅力ある多様な環境、景観が楽しめる「身近な景勝地」 

・自然環境（森林、草地、池 /川）を活かし豊かで多様な環境を育みます  

・特徴ある美しい水景などの風景を創出します  

 (ｳ) 子どもが生き生きと遊び、学べる「環境遊園」 

・次の世代を担う子ども達が、自然に触れ、親しみながら、いきいきと遊び、 

彼らの成長とともにある公園を目指します 

(ｴ) 公園や地域の歴史、魅力を活かし、伝えていく「博物園」 

      ・公園や地域の魅力を育て、積極的に発信していきます 

     ・公園利用を満喫できるよう、園内の情報をわかりやすく伝えていきます 

 ・公園や地域の歴史をふまえ伝えていきます 

(ｵ) だれでも安心して利用できる安全な公園 

 ・誰もが利用し、楽しめるユニバーサルなデザインに配慮した公園を目指し 



ます 

     ・防犯に配慮した施設整備・管理運営を行います 

     ・災害時の広域避難場所にふさわしい防災機能を充実していきます 

  ウ  月寒公園市民協議会 

   本公園には、月寒公園の再整備計画策定委員会の構成員や市民等によって構成さ

れた、市民団体“月寒公園市民協議会（以下、協議会）”が設立されている。協議会

は、月寒公園の新しい利活用、市民による管理運営、月寒公園及び地域の活性化等

を目指して設置されたことから、これらの団体等と協調して公園の管理運営等を行

うこと。 

  エ 月寒公園市民協議会、指定管理者、札幌市で構成される会議の開催 

   協議会を含めて、指定管理者、札幌市の 3 者で意見交換会を開催すること。会議

の開催にあたってはその連絡調整等を行うこと。年度毎の事業報告とともに、それ

ぞれ意見を整理した上で、今後の公園管理運営に係る協議等を行うこと。 

  オ 市民協働の推進 

   市民、利用団体、地域等（以下、市民等とする）との協働事業を推進すること。市

民等による公園を利用した地域活動に協力すること。市民等による継続的なボラン

ティア活動等を推進するために、必要に応じてボランティア支援等を行うこと。月

寒公園に係る自然や利活用等の情報について、情報発信を行うこと。 

  カ パークライフセンター 

   パークライフセンターは、公園の管理事務所としてだけではなく、市民等の活動

の場、情報発信の場として活用すること。公園活動団体等による多目的スペースの

利用については、公園活動促進のため無料とするが、ルールを定めてその利用調整

を行うこと。本施設は、様々な用途での利用が想定されることから、基本的には施

設全体の貸切等は行なわないこととし、休憩利用者等のためのスペース等を確保す

ること。 

  キ 自然環境 

   樹林整備方針にもとづいた樹林の維持管理、育成等を行うこと。また、望月寒川

（管理者：北海道）やボート池等の水辺も存在しており、公園を中心として市街地

に残された自然豊かな空間が広がっていることから、こうした周辺環境を意識して

適切な環境保全に努めること。月寒公園を特徴づける水辺や樹林などの自然環境に

ついては、多くの市民が関心を抱いていることから、市民等と協働での維持管理等

も検討すること。 

  ク 公園情報発信のためのニュースレター等の作成・配布 

   月寒公園内の季節毎の自然情報のほかに、月寒公園の歴史的記事、イベント等を

まとめたニュースレター等の作成を行い、ホームページ、ポスター等により情報発

信を行うこと。 

  ケ 専門技術者の配置 

   管理事務所の人員配置においては、上記業務を確実に遂行できるよう、臨時的な

雇用ではない経験豊富な技術者を 1 名以上配置すること。 



(9) ボート池等の管理 

ボート遊戯施設の運営は、札幌市月寒公園舟遊場管理規則による。ボート池の春

の水入れは、ボートの運行開始日に支障が生じないように規程の水位を確保するこ

と。ボート池の水位は、ボート乗り場から 15cm 下がりで管理することとし、ボー

トの営業に支障のないように、止水バルブにより、毎日調整すること。池の水の給

水路及び排水路の管理は、池の水位調整に支障のないように、清掃等を行うこと。

水草の除去は、ボートの運航に支障のないように、6 月末頃を目途に、適量を除去

すること。ボート池の浮遊物の撤去は、適宜おこなうこと。池の水抜きは、結氷時

の水難事故防止のため、12 月 1 日を目途におこなうこと。なお、一部においては

生物（水鳥や魚類等）の生息に支障のない水深を確保すること。営業前に水質検査

を行うこと。 

ア 池取排水施設維持管理 

(ｱ)維持管理一般（取水口・排水口共通） 

・月に 1 回以上、巡回巡視（簡易清掃含む）を行うこと。その際、施設や取水・

排水機能に異常が見られた場合は、札幌市に報告し指示を仰ぐこと。 

・春先に取水を開始するにあたり、取水口及び排水口のｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞが閉じている

ことを確認すること。また、排水を開始する際はｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞを開け、水抜き終

了後は閉じた状態にすること。 

(ｲ)取水方法及び維持管理 

・取水は、取水口地点の望月寒川の水深が①貯水期間 0.062m、②取水期間

0.053m を超える場合に限り、その超える部分の範囲内において行うこと。  

また、1 日 2 回水深を確認し水深が基準以下の場合はポンプの運転を停止する

こと。 

区分 期間 最大取水量(m3/s) 

①貯水期  4/10～4/19 0.032 

 ②取水期 4/20～11/20 0.032 

 

・月に 1 回、ポンプ制御盤から取水量のデータを抜き出し、指定の様式に記載の

うえ、札幌市に提出すること。 

・取水ポンプの設置及び撤去の時期については札幌市と協議の上決定すること。

取水ポンプを取り付ける際に、取付箇所のごみ等の付着物をあらかじめ除去す

ること。冬期間、水中ポンプは取り外して余水吐桝内で保管し、春先に取付を

行うこと。また、取り外した際にポンプ吸込口に付着しているゴミ等を除去す

ること。取水ポンプ制御盤の操作方法については、札幌市の指示を仰ぐこと。 

・角落し及び水中ポンプの昇降作業については、取水口付属のクレーン（人力駆

動）を利用すること。操作方法については札幌市の指示を仰ぐこと。角落し

は、設置していない間は取水口付近に保管し、ブルーシート等で養生するこ

と。 

・取水桝スクリーンに付着したゴミ等については、月に 1 回程度を目安に人力に



て除去すること。 

・取水口内に堆積した土砂等について、年に 1 回、ボート池の水抜きを終えた後

にバキューム車により除去すること。 

(ｳ)排水方法及び維持管理 

・排水時に、排水口付属のゲートバルブを開放し、排水完了時に閉じること。 

・排水時にボート池にある浮遊物等が溜まっている状態を確認した際には、適宜

これを除去すること。 

(ｴ)注意報・警報発令時 

・気象庁 HP『天気予報（石狩地方）』等を活用し、今後の気象情報の収集に努

めること。 

・警報発令及び警報発令が見込まれる場合、または『国土交通省 川の防災情報

(http://www.river.go.jp/portal/#80)』内の望月寒川水位が 35.38 m になっ

た場合、札幌市に報告のうえ角落しにより取水口を一時閉鎖すること。 

・取水口閉鎖中は、ポンプ制御盤によりポンプの稼働を一時停止すること。    

・河川水位が避難判断水位より低下し、今後の水位上昇も見込まれないと判断さ

れた場合は、札幌市と協議のうえ取水を開始すること。 

・その他異常が認められた場合は、札幌市に速やかに報告し指示を仰ぐこと。 

(10) 水の遊び場の管理 

施設の安全・衛生の確保のために、毎日 2 回程度以上巡視・点検を行うこと。利

用開始時間前にガラス破片等危険物や犬糞等の汚物を除去すること。清掃は、週 1

回程度以上行うこととし、清掃の際は、清掃日の告知や、繁忙時間帯を避けた作業

時間帯に行うなど、利用者へ配慮すること。 

（11）パークライフセンター（管理事務所）管理 

   基本的な業務の内容は、施設案内・来園者対応、苦情・要望対応、清掃（日常・

定期）、施設の開閉、有料施設対応等とする。また、施設の案内・来園者対応につ

いては、公園利用者の利便性向上のため、公園利用者に対して公園施設や見どころ

などの紹介、障がい者に対しては障がいの程度に合わせたルート紹介、問い合わせ

（公園の概要、落とし物、バス時刻、駐車場利用時間等）に対する対応を行うこ

と。 

（12）駐車場の管理 

駐車場の混雑が予想される日には、駐車場の車両整理及び駐車場の収容緑力を超  

える車両を周辺道路上に駐車しないよう、誘導指導を行うこと。状況により入口門

扉付近や入場待ち車列の交通整理を行うこと。（配置時期：4 月駐車場解放日～11/3

は土日祝、高台 2 名、坂下 1 名程度。1.2 月は日祝（1/1-1/3 は除く）、坂下 1 名程

度）また ,悪天候や朝夕は、利用者も少なく誘導員を配置する必要はないこともある

ため、天候等を考慮して柔軟な対応をすること。  

（13）ロング滑り台について 

   延長が長く滑りが良いため、滑部降り口の砂を定期的に撹拌する、雨天後滑部の

水分をふき取るなど、滑降時の事故防止に努めること。 



(14) 樹木管理 

   樹木は、園内および道路（道路標識や信号機等含む）について、安全に維持管理  

することも求められるため、枯れ枝や道路への越境、過度に成長が進んだ樹木、枯  

損および腐朽が進んでいる樹木については、札幌市と協議の上、適切に剪定等の作  

業を行うこと。 

(15) 防災関連施設について 

  ア 流域貯留施設について 

    高台野球場に設置されている流域貯留施設については、施設設置者（河川管理

者：札幌市）との間で維持管理に係る協定が結ばれており、これに基づいて施設

の維持管理を行うこと。 

  イ 災害用マンホールトイレについて 

    高台駐車場に設置されている災害用マンホールトイレについては、施設設置者

（公共下水道管理者：札幌市）との間で維持管理に係る協定が結ばれており、こ

れに基づいて維持管理を行うこと。 

    また、災害時における本施設の円滑な運用を可能とするために、必要に応じて、

利用訓練等を行うこと。 

 (16) 石碑・像等について 

   本市で管理する石碑・像等のうち、「永遠の像」、「壺を持つ女の像」については

適宜清掃等を行い、冬期の冬囲い及び雪融け時の撤去も行うこと。 

 (17) 雨天時の周辺への雨水及び土砂流出の防止について 

   斜面地の多い本公園の特性を考慮し、周辺民家への雨水及び土砂流出が発生しな

いように、荒天の前には雨水排水施設等の巡視点検を行い、適切な清掃等の管理を

行うこと。 

 (18) 除雪 

    冬季のパークライフセンターへの導線を確保するため管理事務所（パークライ

フセンター）及び当事務所から中線通までの園路を除雪すること。また、事故防

止のため橋やボート池回りの除雪を行うこと。四阿や遊具の破損防止のため雪下

ろしを行うこと。なお、坂下駐車場と中線通りについては冬季の雪堆積場開設に

伴い適宜除雪が行われる。 

 (19) 本市の雪対策事業への協力 

   本公園には、地域密着型雪処理施設（以下、投雪施設）が設置されており、例

年、坂下野球場及び坂下駐車場の一部には雪堆積場関連施設、高台駐車場及び高台

野球場には除雪センターが開設されている。 

   こうした施設が設けられていることから、冬季の公園管理にあたっては、除雪セ

ンター等と連絡を取り合い、公園の安全管理や除雪センターの円滑な運営に協力す

ること。 

 (20) その他 

   上記以外の事項であっても、現場の状況に応じて管理上で必要と認め、指示する

軽易な作業を行うこと。 



 (21) 備品  

   札幌市が備え付ける備品は、別紙１の「札幌市が貸与する車両及び物品」に記載

されているものとし、指定管理者に無償で貸与するものとする。  

  



２ 吉田川公園 

 (1) 所在地  豊平区月寒東 3 条 19 丁目 

 (2) 面 積  56,508 ㎡ 

 (3) 管理区域 別図のとおり 

 (4) 主な施設 多目的広場、庭球場（硬式 2 面）、スキースロープ、駐車場、人道橋、

パークゴルフ場（無料）、芝生広場 

 (5) 有料施設の状況 

   庭球場（硬式 2 面） 

   (ｱ) 利用期間 4 月 29 日～11 月 3 日 

   (ｲ) 休 業 日 なし 

   (ｳ) 利用時間 4 月 29 日～ 8 月 31 日 7 時～19 時 

          9 月 1 日～ 9 月 30 日 7 時～18 時 

          10 月 1 日～11 月 3 日 7 時～17 時 

   (ｴ) 使 用 料 1 時間 640 円 

  

(6) 無料施設 

施設名 開放期間 開放時間 特記事項 

駐車場 4 月～11 月 終日 冬季閉鎖 

多目的広場 通年 終日 利用調整による 

スキースロープ 冬季 終日  

芝生広場 通年 終日  

パークゴルフ場 5～8 月 

9～10 月 

7 時～18 時 

8 時～17 時 

9 ホール 

冬期間閉鎖 

  

(7) 公園トイレ 

設置場所 面積 

建築年 

便器等数量 摘 要 

吉田川

（豊平体

育館前） 

8㎡ 

Ｓ57年度 

男：和１小２ 

  手洗い器１ 

女：和２小幼１ 

  手洗い器１ 

通年開放 

公便番号：豊34 

吉田川

（野球

場） 

8㎡ 

Ｓ58年度 

男：和１小２ 

  手洗い器１ 

女：和２小幼１ 

  手洗い器１ 

冬季閉鎖 

公便番号：豊36 

吉田川

（身障・

野球場） 

17㎡ 

Ｈ8年度 

男：小１ 

  手洗い器１ 

多目的便所1 

  手洗い器１ 

冬季閉鎖 

公園番号：豊63 



ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ

場 

5㎡ 

Ｈ20年度 

男：小１ 

男女共用：洋１ 

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞﾄｲﾚ、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の開放

時間に合わせて開閉、水曜閉

鎖、 冬季閉鎖 

 

 (8) 運動施設予約・受付 

   吉田川公園の運動施設予約・受付業務については、月寒公園にて行うこと。 

 (9) 施設（パークゴルフ場・多目的広場）の利用調整 

   パークゴルフ場及び多目的広場については、関連団体と協議のうえ、利用調整を

図ること。 

(10)パークゴルフ場及びトイレの維持管理 

  パークゴルフ場とトイレについては地域関連団体と協力して維持管理を行うこと。 

（11）多目的広場の維持管理 

  多目的広場については地域関連団体と協力して維持管理を行うこと。 

 

  



















別紙２ 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理基準表 

 

「月寒公園等」 

 


